
 

 

 

 地域の概要  

 東和中学校区は、周防大島町の東南部に位置し、自然環境に恵        

まれた地域です。旧東和町時代から、役場などの主要な施設が集

まっており、現在も町教委・図書館等があることから学校教育と

社会教育に大変協力的な風土があります。           

地域とともにある学校づくりをめざして、学習支援ボランティ

アや地域の方との連携を図りながら、地域の教育力を生かした行

事や交流活動を積極的に行っています。 

 

 

あ組織の内容  

 本中学校区では、学校・家庭・                                

地域の連携を一層強化し、三者                                

の教育力を高めることをめざし                                

ています。そこで、昨年度から                                 

「東和地区地域協育ネット」と                                 

いう右の図のような組織を立ち                                   

上げました。２年目となった今                                

年度は、学校間連携、地域間連                                 

携の縦横のネットワークが更に                                

広がりました。 

  「東和地区地域協育ネット協議会」は、６校の校長、小中連携担当教員、学校支援コーディネータ

ーと会議の運営をサポートする社会教育主事の 19名で構成しています。協議会は、年２回開催し、各

校における学校支援地域本部事業の情報交換や中学校区における課題、各団体からの要望等について

話し合いました。具体的には、「しめ縄作りに必要なわらがないので、他校から譲ってほしい」「青

少年健全育成町民会議の役員が夏期休業中に海水浴場の監視をするので、各学校の海での遊泳のきま

りを知らせてほしい」などです。単独の学校では解決が難しいこれらの課題を地域協育ネット協議会

の中で協議し、解決できたことは大きな成果と言えます。 

 

  特色・重点的な取組     

 ○小・中学生と地域が連携した活動 

  小学校の学校行事に中学生や高校生、ボランティアを巻き込み学校行事の活性化を図りました。 

○高校生による小・中学生への学習支援 

   放課後子ども教室に高校生が参画し、地域のコーディネーターとともにボランティア活動を行いま  

した。また、高等学校の生徒が中学生に学習支援を行いました。 

○学校施設の活用による地域住民との交流 

学校施設を定期的に地域に開放することにより、子どもたちと地域住民との交流を図りました。 

地域とともにある学校づくりをめざして 
                           【周防大島町 東和中学校区】 

人  口 2,453人 

世 帯 数 334世帯 

対 象 校 

及  び 

児  童 

生 徒 数 

東和中学校 72人 

城山小学校 47人 

森野小学校 27人 

和田小学校 10人 

油田小学校 15人 

情島小学校 ５人 

情島中学校 11人 
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地域参加型運動会 

  主な活動の紹介   

 ○小・中学校と地域が連携した活動 

  油田小学校大運動会は、地域参加型の運動会をめざして校区内の全戸 

へ案内状・プログラムを配付し、地域の方の参加を呼びかけて実施しま 

した。保護者はもちろん、本校を卒業した中学生・高校生にも協力を要 

請し、係を手伝ってもらいながら、地域と一体となった運動会が展開さ 

れました。 

 森野小学校で行われたマラソン大会には、中学生と中学校区のボラン 

 ティアが参加しました。中学生は、小学生の伴走をしたり、蜂蜜レモン 

 湯の接待等をボランティアと一緒に行ったりしました。中学生の伴走に 

 より自己記録を更新した小学生もいました。 

 

○高校生による小・中学生への学習支援 

周防大島高校の生徒が、「なぎさクラブ」（放課後子ども教室）で、 

小学生の夏休みの宿題の支援を行いました。小学生にとっても、教職等 

を志望する高校生にとっても、有意義な体験となりました。 

また、周防大島高校の生徒が、テスト週間の放課後、東和中学校で、 

 ３年生を対象に「補充学習」の学習支援を行いました。 

 

○学校施設の活用による地域住民との交流 

東和中学校では、学校施設を地域に開放した

学びの場「土曜塾」を９月から開講しました。

11月のカレンダー作りでは、中学生５名が講師

となり、地域の方や小学生がパソコンを使って

作成しました。参加者の募集は、町の回覧や各

地域でのポスターの掲示により行いました。 

 

 成果と課題  

 成果としては、小・中・高、地域がつながる新しいネットワークができたことで、中学校区の多様

な世代の方が、学校に積極的にかかわるようになってきたことです。また、地域への情報発信も活発

になり、地域の方の学校への理解が深まってきました。  

課題としては、今後、この仕組みをより魅力的で効果的なものへとバージョンアップをしていくこ          

とがあげられます。中学校と全小学校とのつながりや地域とのつながりを一層深める具体的な仕組み

を構築していくことが、今後の課題です。 

 

 今後の取組  

  「地域は学校を支援する」「学校は地域に貢献する」というＷｉｎ－Ｗｉｎの関係を築き、今後も

持続可能な連携を進めていきたいと考えています。今後も、行事や授業の在り方を工夫し、地域の多

様な世代と子どもたちがふれあう機会を設けていきます。また、小学校と中学校の間で学校支援ボラ

ンティアが相互に乗り入れをするような、中学校区全体を活動範囲とする学校支援活動の取組を一層

推進していきたいと考えています。 

カレンダー作りの様子 

高校生による学習支援 

中学生による伴走 


